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ARCHITREND ZERO－エネルギーパス連携について

 

福井コンピュータアーキテクト（株） 

ARCHITREND ZERO の外皮性能計算の情報を、一般社団法人 日本エネルギーパス協会のエネルギーパ

ス計算プログラムに取込むことができます。 

これによりエネルギーパス計算の入力手間を大幅に削減することができます。 

ここでは、連携時に ARCHITREND ZERO 側で必要な作業と、エネルギーパス計算プログラムに取り込み後

に必要な作業について説明します。 

準備 1 

1－1． 物件情報－面積に延床面積を入力 

延床面積も連携の対象なので、ARCHITREND ZEROからエネルギーパス連携を実行する前に、配置図

1面でトータル面積表を「☑物件情報の面積に反映する」を ONで配置してください。 

または、［物件情報］－［面積］で「トータル面積表読込」を実行するか、各面積を手入力してください。 

１－2． 各外壁、屋根、天井から隣接する建物までの距離と地盤面からの高さの調査 

エネルギーパスでは隣家との距離、高さも考慮するので、ARCHITREND ZEROで間取りが決定したら、

エネルギーパス計算に取り込む前に隣接する建物までの距離、地盤面からの高さを調査しておくとエネ

ルギーパス計算プログラムに取込み後の入力作業がスムースに進むでしょう。 

１－3． 屋根断熱の場合は熱的境界屋根を屋根面単位で分割 

1-2 で記載したように、エネルギーパスでは隣家との距離、高さも考慮するので、屋根断熱の場合は、

ARCHITREND ZEROの外皮性能計算で熱的境界屋根を屋根面毎に分割してください。 

右図の建物の２階は寄棟屋根で、勾配が同じ４枚の

屋根面があります。 

外皮性能計算で屋根断熱で自動立ち上げすると、 

２階の屋根は次ページの［図 A］のように一つの屋根

として配置されます。 

これを、汎用機能の［変形］－「領域分割」を使用して 

 

 

 

 

［図 B］のように屋根面毎の４枚に分割してください。 
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図 A 図 B 

1 

4 

2 3 1 

ARCHITREND ZERO からエネルギーパス連携 2 

2－1． エネルギーパス連携 

ARCHITREND ZEROの外皮性能計算を一通り完了させてから、 

［連携］－「エネルギーパス連携」をクリックします。 

データが保存されていない場合、データ保存を促すメッセージダイアロ

グが表示されます。 

［はい］をクリックし、次に表示される保存するデータ選択ダイアログで

データを選択して［はい］をクリックします。 

エネルギーパス計算で使用する地域、気象条件を選択し、評価者氏名、

評価者 ID を入力し［OK］をクリックします。 

エネルギーパス連携用 xml ファイルの保存先とフ

ァイル名を確認し［保存］をクリックします。 

今回は［C:\エネルギーパス］フォルダ内に 

ファイル名「連携テスト エネルギーパス連携.xml」 

として保存します。 

 

ファイル名の初期値は「物件名＋␣エネルギーパス

連携.xml」です。 

書き出しが完了すると、 

「エネルギーパス連携の出力を完了しました。」 

が表示されます。 

［OK］をクリックします。 

これで、ARCHITREND ZERO からエネルギーパス連携用ファイルの書き出しが完了しました。 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エネルギーパス計算プログラムで取込 3 

3－1． エネルギーパス計算に取込 

エネルギーパス計算プログラムを起動します。 

[入力シートを開く]をクリックします。 

（ARCHITREND ZEROの情報が取込めるのは入力シート

です。） 

エネルギーパス入力シートが起動します。 

念のため、［入力データをクリア］をクリックして、エネルギーパス入力シートの情報をクリアします。 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ARCHITREND ZERO から

書き出した連携用 xml ファ

イルを取込みます。 

［連携 xml から取込］をクリ

ックします。 

先程書き出した xml ファイ

ル（連携テスト エネルギー

パス連携.xml）を選択し、

［開く］をクリックします。 

エネルギーパス入力シート

に ARCHITREND ZEROの

情報が取込まれます。 

物件名称や面積等が表示されないなど、全ての情報が取込まれていない場合は、再度［XML ファイルから

取込む］をクリックして取込んでください。以下のように取込まれます。 

 

下記シートに ARCHITREND ZEROの情報が取込まれます。 

■［メニュー］  物件の情報が取込まれます。 

■［面積計算］  主たる居室、その他の居室、非居室の床面積の情報が取込まれます。 

■［熱貫流率-直接入力］ 屋根、天井、壁、床、基礎の情報が取込まれます。 

■［開口部］  窓の情報が取込まれます。 

■［玄関ドア］  戸の情報が取込まれます。 
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3－2． エネルギーパス入力シートで追記、確認 

不足している項目を追記します。 

■［面積計算］ 

各床面積、平均天井高が正しいか確認し

ます。 

■［熱貫流-直接入力］ 

名前に ARCHITREND ZERO の屋根、天井、壁、床、基礎の各部材の部位名が取り込まれ、それぞれの方

位、幅、高さ、熱貫流率などが取込まれています。 

漏れはないか、正しく取り込まれているか確認します。 

ARCHITREND ZEROの図面を確認しながら［1-１．各外壁、屋根、天井から隣接する建物までの距離と地

盤面からの高さの調査］で調査しておいた「隣接距離」と「隣接高さ」を入力します。 

「受日射条件」も確認します。 

■［メニュー］ 

「築年月」を入力します。 
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■［開口部］ 

名称に ARCHITREND ZERO の窓の部位名が取り込まれ、それぞれの幅、高さなどが取込まれています。 

漏れはないか、正しく取り込まれているか確認します。 

ARCHITREND ZEROの図面を確認しながら、全ての窓に対して、「設置部位」にそれぞれの窓が設置され

ている壁をリストから選択します。 

設置されている壁を選択すると「方位 EP」、「方位省エネ」、「隣接空間」、「熱損失」に値が入ります。 

右にスクロールして「フレーム色」、「袖壁 1（南側）」、「袖壁 2（北側）」を入力します。 

「開口部仕様」、「付属品」、「ガラス仕様」、「庇までの距離/出」が正しいか確認します。 
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以上 

■［玄関ドア］ 

名前に ARCHITREND ZERO のドアの部位名が取り込まれ幅、高さなどが取込まれています。 

漏れはないか、正しく取り込まれているか確認します。 

ARCHITREND ZEROの図面を確認しながら、「設置部位」に玄関ドアが設置されている壁をリストから選択し

ます。 

設置されている壁を選択すると「熱損失」、「隣接空間」、「方位 EP」、「方位省エネ」に値が入ります。 

右にスクロールして「色」を入力します。 

「外部ドア種別の選択」も選択すると良いでしょう。 

他のシートには ARCHITREND ZEROの情報は取り込まれません。 

エネルギーパス入力シート側で入力してください。 


